
甲賀市の商⼯業関連
データ集
（追加分）

平成30年７⽉25⽇
業務受託者：㈱しがぎん経済⽂化センター



第１回審議会（4/13）での質問事項の整理

Ｑ１．「草津線」「信楽線」「近江鉄道」の利用状況について

Ｑ２．製造業の中の全国資本の事業所と地元資本の事業所の区分
でみたデータについて

Ｑ３．年代別の勤務状況のデータについて

Ｑ４．「茶」の生産量などのデータについて

Ｑ５．「医薬品等」の生産金額データについて

Ｑ６．業種別の平均給与のデータについて



Ａ１.「ＪＲ草津線」「近江鉄道」「信楽高原鐡道」の年間乗降客数のデータについて
・最も乗降客数が多いのは、「ＪＲ草津線」、次いで「近江鉄道」「信楽高原鐡道」の順。
・過去10年間の推移をみると、すべて減少しているが、減少幅は「ＪＲ草津線」が最も大きい（▲163千人）。
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ＪＲ草津線（５駅計） 近江鉄道（５駅計） 信楽高原鐡道

甲賀市内の電車の年間乗降客数の推移

平成18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度（千人）

（注）乗客数は普通、定期、団体の総数。ＪＲ草津線は調査が１日分のため、年間日数を乗じた数値。

（資料）西日本旅客鉄道㈱、近江鉄道㈱、甲賀市公共交通推進室



Ａ２.民営事業所の規模別（従業員数区分や資本金区分）データについて
・生産額や売上高などは、不明（「工業統計調査」）。
・従業員数区分でみた業種別従業員数はわかる。
・甲賀市内での従業員数の多い３つの業種を規模別にみると、「製造業」の「100人以上」規模の事業所に7,790人勤務、

市全体（43,126人）の約18％を占める。
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（人）（資料）総務省統計局・経済産業省「平成26年経済センサス－基礎調査」



Ａ３.就業者の年代別職業別のデータについて①
・甲賀市の就業者39,818人（雇用者）の職業別分布を多い順にみると、
①「生産工程従事者」（11,089人、28％）
②「事務従事者」（7,538人、19％）
③「専門的・技術的職業従事者」（5,375人、13％）
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（資料）総務省「平成27年国勢調査」



Ａ３.就業者の年代別職業別のデータについて②
・10歳代から20歳代の就業者7,126人（雇用者）の職業別分布を多い順にみると、
①「生産工程従事者」（2,275人、32％）
②「専門的・技術的職業従事者」（1,043人、15％） ➡全体に比べ多い
③「サービス職業従事者」（1,007人、14％） ➡全体に比べ多い
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Ａ３.就業者の年代別職業別のデータについて③
・30歳代の就業者7,976人（雇用者）の職業別分布を多い順にみると、

①「生産工程従事者」（2,638人、33％）
②「事務従事者」（1,449人、18％） ➡10歳代～20歳代に比べ多い
③「専門的・技術的職業従事者」（1,203人、15％）
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Ａ３.就業者の年代別職業別のデータについて④
・40歳代の就業者9,513人（雇用者）の職業別分布を多い順にみると、

①「生産工程従事者」（2,809人、30％）
②「事務従事者」（2,158人、23％） ➡30歳代に比べ多い
③「専門的・技術的職業従事者」（1,342人、14％）
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Ａ３.就業者の年代別職業別のデータについて⑤
・50歳代の就業者8,663人（雇用者）の職業別分布を多い順にみると、

①「生産工程従事者」（2,161人、25％） ➡40歳代に比べ少ない
②「事務従事者」（1,932人、22％）
③「専門的・技術的職業従事者」（1,207人、14％）

9

290 

1,207 

1,932 

735 

786 

114 

88 

2,161 

366 

193 

728 

63 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

Ａ 管理的職業従事者

Ｂ 専門的・技術的職業従事者

Ｃ 事務従事者

Ｄ 販売従事者

Ｅ サービス職業従事者

Ｆ 保安職業従事者

Ｇ 農林漁業従事者

Ｈ 生産工程従事者

Ｉ 輸送・機械運転従事者

Ｊ 建設・採掘従事者

Ｋ 運搬・清掃・包装等従事者

Ｌ 分類不能の職業

職業別・年代別就業者数（50歳代）

（人）
（資料）総務省「平成27年国勢調査」



Ａ３.就業者の年代別職業別のデータについて⑥
・60歳代の就業者5,492人（雇用者）の職業別分布を多い順にみると、
①「生産工程従事者」（1,056人、19％） ➡50歳代に比べ少ない
②「事務従事者」（878人、16％） ➡50歳代に比べ少ない
③「運搬・清掃・包装等従事者」（836人、15％） ➡50歳代に比べ多い
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Ａ３.就業者の年代別職業別のデータについて⑦
・70歳代以上の就業者1,048人（雇用者）の職業別分布を多い順にみると、
①「運搬・清掃・包装等従事者」（182人、17％） ➡60歳代に比べ多い
②「生産工程従事者」（150人、14％） ➡60歳代に比べ少ない
③「事務従事者」（130人、12％） ➡60歳代に比べ少ない
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Ａ３.就業者の年代別職業別のデータについて⑧
・全年代別を一覧表でみると、
①「生産工程従事者」は、70歳代以上を除き、他の年代で最も多い。
②「事務従事者」は、30歳代から60歳代まですべてで２番目に多い。
③ 「専門的・技術的職業従事者」 は、10歳代～20歳代の若い年代では２番目、30歳代から50歳代は３番目。
④ 「サービス職業従事者」 は、10歳代～20歳代の若い年代で３番目に多い。
⑤ 「運搬・清掃・包装等従事者」は、60歳代以上で多い。
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職業別・年代別従業者数（一覧表） （注） は、各年代および総数で多い方から３番目までの職業

総数（職
業大分
類）

Ａ 管理的
職業従事
者

Ｂ 専門
的・技術
的職業従
事者

Ｃ 事務従
事者

Ｄ 販売従
事者

Ｅ サービ
ス職業従
事者

Ｆ 保安職
業従事者

Ｇ 農林漁
業従事者

Ｈ 生産工
程従事者

Ｉ 輸送・機
械運転従
事者

Ｊ 建設・採
掘従事者

Ｋ 運搬・
清掃・包
装等従事
者

Ｌ 分類不
能の職業

10歳代～20歳代 7,126 2 1,043 991 902 1,007 89 138 2,275 100 100 399 80

30歳代 7,976 34 1,203 1,449 738 773 85 134 2,638 197 187 449 89

40歳代 9,513 149 1,342 2,158 829 778 76 124 2,809 372 208 587 81

50歳代 8,663 290 1,207 1,932 735 786 114 88 2,161 366 193 728 63

60歳代 5,492 323 497 878 454 658 129 145 1,056 305 169 836 42

70歳代以上 1,048 119 83 130 93 115 28 54 150 45 35 182 14

総数 39,818 917 5,375 7,538 3,751 4,117 521 683 11,089 1,385 892 3,181 369

（資料）総務省「平成27年国勢調査」



Ａ４.「茶」の生産量等のデータについて①
・県内の主要な茶の産地と銘柄は、甲賀市の「土山茶」（土山町）と「朝宮茶」（信楽町）、「日野北山茶」（日野町）がある。
・県内市町別荒茶生産量の公表データ（平成17年）をみると、甲賀市の荒茶生産量は県全体の91％、栽培面積は86％を

占めていたことから、滋賀県の動向は甲賀市の動向にほぼ合致すると考えられる。
・平成28年の販売用茶園面積は約306ｈａ、年間荒茶生産量は690トンで、ともに横ばい。
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（出所）「しがの農林水産業（平成30年度）」
滋賀県農政水産部農政課

茶の生産状況【滋賀県】



Ａ４.「茶」の生産量等のデータについて②
・県内の茶園面積を全国都府県と比較すると、滋賀県は614ｈａで、全国13位。
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都府県の茶栽培面積（平成28年）

（出所）全国茶生産団体連
合会・全国茶主要府県農

協連連絡協議会



Ａ４.「茶」の生産量等のデータについて③
・県内の茶種別の生産実績は、「せん茶」が約半分を占め（254トン、50％）、次いで「番茶」（185トン、36％）。
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種類別の主な茶産地（平成28年）

（出所）全国茶生産団体連
合会・全国茶主要府県農

協連連絡協議会



Ａ５.「医薬品等」の生産金額データについて①
・県内の「医薬品」の生産金額は、2,133億円で、全国シェアは３．１％、全国10位。
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Ａ５.「医薬品等」の生産金額データについて②－１
・「医薬品」の生産金額を年次別推移でみると、全国は平成27年、６兆８，２０４億円で、４年ぶりの増加（＋３．５％）。
・滋賀県は、２，１３３億円で、２年ぶりのマイナス（▲０．４％）。
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Ａ５.「医薬品等」の生産金額データについて②－２
・県内の「医薬品」の生産金額を「地場企業」と「誘致・その他企業」に分けてみてみると、「地場企業」は県内の約３割

（３０．２％）を占め、８年連続の増加。
・「誘致・その他企業」は、県内の約７割（６９．８％）を占めるが、４年連続の減少。
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Ａ５.「医薬品等」の生産金額データについて②－３
・県内の「医薬品」の生産金額を用途別でみると、「医療用医薬品」は県内の９割強（９２．３％）を占め、

「一般用医薬品」は１割弱（７．４％）、「配置薬医薬品」は０．４％。
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Ａ６.従業者の業種別年間給与データについて
・全事業所の業種別データはないが、製造業のみ公表されている。
・製造業計では、約454万円。最も従業者数の多い「化学工業」は約550万円。
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甲賀市の製造業事業所における従業者１人当たりの現金給与総額（平成28年）

「平成28年経済センサス活動調査」
（経済産業省） 内従業者 内従業者

10人～299人 300人以上

甲賀市 （人） （万円） （万円）
製造業計 390 237 8 16,591 7,530,583 454
食料品製造業 19 9 - 589 161,736 275
飲料・たばこ・飼料製造業 22 8 - 278 56,411 203
繊維工業 12 7 - 433 172,630 399
木材・木製品製造業（家具を除く） 11 4 - 283 67,307 238
家具・装備品製造業 9 5 - 349 145,329 416
パルプ・紙・紙加工品製造業 14 10 - 329 104,656 318
印刷・同関連業 7 4 1 520 297,913 573
化学工業 28 21 2 2,640 1,453,169 550
石油製品・石炭製品製造業 1 - - 4 X －
プラスチック製品製造業（別掲を除く） 42 32 1 1,666 716,694 430
ゴム製品製造業 1 1 - 25 X －
窯業・土石製品製造業 79 36 - 1,202 443,180 369
鉄鋼業 10 6 - 266 124,566 468
非鉄金属製造業 6 4 1 528 282,275 535
金属製品製造業 41 28 - 1,504 678,737 451
はん用機械器具製造業 12 7 - 818 401,256 491
生産用機械器具製造業 20 11 1 1,318 458,790 348
業務用機械器具製造業 4 3 - 306 79,233 259
電子部品・デバイス・電子回路製造業 5 2 1 860 X －
電気機械器具製造業 20 15 - 884 426,768 483
輸送用機械器具製造業 21 19 1 1,503 708,335 471
その他の製造業 6 5 - 286 102,351 358

計

従業者１人当
たりの現金給

与総額

　　　　事　業　所　数 従業者数 現金給与総
額


